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次
代
を
担
、
フ
子
供
た
ち
に
科
学
の
楽

し
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大
洗
町

総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
叩
月
H
日
か

ら
は
山
日
の

3
日
間
、
原
子
力
叫
周
年
記

念
フ
ェ
ア
「
こ
ど
も
科
学
館
L

(

主
催
・

大
洗
町
、
通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
、
後
援
・
科
学
技
術
庁
、
県
、
県

教
育
委
員
会
、
町
教
育
委
員
会
、
制
茨

城
原
子
力
協
議
会
)
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

Aオープニングセレモニーでのテープカット

司
ス
タ
ン
プ
ロ
ボ
ッ
ト

A ジャイロ効果実験装置を体験する子供たち

h
F

子
象
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ロ
ボ
ッ
ト

ー
が
行
わ
れ
、
磯
浜
小
吹
奏
楽
団
の
演

奏
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
小
谷
隆

亮
助
役
が
「
原
子
力
の
研
究
機
関
が
あ

る
大
洗
町
。
本
町
の
子
供
た
ち
に
科
学

の
不
思
議
や
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ

き、

3
日
間
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
で
下

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
田
山
東

湖
県
議
、
小
松
崎
七
郎
町
議
会
議
長
の

祝
辞
、
関
係
者
や
南
中
3
年
米
川
雅
史

君
、
夏
海
小
6
年
長
我
部
清
君
ら
叩
名

に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た

一会
場
に
は
「
見
て
触
れ
て
」
を
テ
l
一

?
に
作
ら
れ
た

ω偶
の
展
示
物
を
、

「
科
学
の
不
思
議
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
一

遊
ぽ
う
L

「
3
D
立
体
映
像
、
ン
ア
タ
一

l
」
「
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
」
一

「
わ
く
わ
く
体
験
」
の

5
つ
の
コ

l
ナ
一

ー
に
分
け
て
設
景
。
終
日
、
大
勢
の
子
一

供
た
ち
ゃ
親
子
連
れ
で
お
お
に
ぎ
わ
い
。
一

3
日
間
で
延
べ

1
5
、
5
1
7
人
が
科
一

学
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
一

勝
ボ
l
ト
の
オ
|
ル
を
漕
い
で
発
電

h
F

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ソ
コ
ン
ゲ

i
ム

司
地
震
が
来
て
も
だ
い
じ
よ
う
ぶ

険ベルトの上を走る

「ジョギンク。発電」

惨

田原
人 子
が力
体発
験 電
す所
包の
オ 発

(電;

7の i
手自

三股
ーを
ンー
ゲ ー

!士山--
非i!l.
で

.6.0ム口の大きなシャボン玉を作って遊ぶ子供たちd晶画面を見ながらロボッ卜を操縦(エネルギーミックスゲーム)



(2) 

健康で快適な日常生活を営むために、また、河

}IIや海域などの公共用水域の水質悪化を防ぎ自然

環境を守るために、公共下水道が供用開始になっ

た区域内に住んでいる方は、出来るだけ早い時期

に排水設備(宅地内配管工事)を設置して、下水

(汚水だけで雨水はダメ)を公共下水道へ排除し

て下さい。

町では、排水設備工事の際に行う水洗便所に改

造する工事について、補助金制度を設けています。

(ただし、官公箸圃法人・その他事業所等は対象

になりません)。補助金の交付額は、この改造工

事 1件につき次の金額です。(新築家屋は除く)

下水の処理開始の告示日

(下水道の整備が済んだ底域を対象に、毎年 4月

1 B予定)から、

(1) 1年以内に水洗化した方に対しては、 15，∞0円。

(2) 2年以内に水洗化した方に対しては、 10，000円。

(3) 3年以内に水洗化した方に対しては、 5，000円。

排水設備工事の発注は、町が指定した排水設備

指定工事底に直接依頼して下さい。指定工事腐は、

適正な工事価格で、しかも町の下水道条例でb定め

られている設置基準に合った施工をしてくれると

ともに、工事に関する町への申請や届出の手続き

及ぴ水洗便所改造の補助金申請等の諸手続きを代

行してくれます。

なお、公共下水道を使用するには使用料金がか

かりますので、町に無断で公共下水道への接続(使

用開始)をしない様、お願いいたします。
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小
谷
隆
亮
大
洗
町
長
か
初
畳
貯

L百

竹
内
宏
町
長
の
死
去
に
伴
、
つ
大
洗
町

長
選
挙

(
9月
幻
自
)
で
、
初
当
選
し

た
小
谷
隆
一
先
大
洗
町
長
(
日
歳
)
が
9

月
M
司
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

午
前
9
時
、
役
場
玄
関
前
で
、
田
山

県
議
、
町
議
会
議
員
、
支
持
者
、
職
員

な
ど
大
勢
の
方
々
の
盛
大
な
拍
手
に
迎

え
ら
れ
た
小
谷
町
長
は
、
晴
れ
や
か
な

笑
顔
で
女
性
職
員
か
ら
花
束
を
受
け
取

らあおお

亮

大母、
谷

竹
内
宏
町
長
の
死
去
に
伴
、
つ
大
洗
町

長
選
挙
の
投
票
が
9
月
幻
日
、
町
内
日

平成8年 10月ア日

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
庁
舎
3
階
の
会
議
室
で
約

1
0
0
人
の
職
員
を
前
に
「
町
づ
く
り

は
、
町
民
と
の
対
話
が
原
点
。
町
民
と
と

も
に
知
恵
を
絞
り
、
先
頭
に
立
っ
て
汗
を

流
し
た
い
。
放
竹
内
町
長
の
残
さ
れ
た

諸
課
題
を
積
極
的
に
推
進
し
、
乱
世
紀

を
展
望
し
た
創
造
性
豊
か
な
活
力
あ
る

町
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」
と
訓
示
。

早
速
、
町
長
室
で
職
務
を
開
始
し
ま

し
た
。

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
同
日
夜
、

磯
浜
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
票

の
結
果
、
小
谷
隆
亮
氏
が
初
当
選
し
ま

し
た
。

大
洗
町
長
選
挙
確
定
結
果

当

谷

睦
亮
(
無
新
)

B
、
5
B
3百一一間

久
保
田

孝
(
無
新
)

有
壁
裏

投
票
率

6 

41 0 
7 

75 4 
%人

な
お
、
小
谷
隆
亮
町
長
の
任
期
は
、

平
成
8
年
9
月
幻
日
か
ら
平
成
ロ
年
9

月
乱
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

醸欝欝輯麟盟

会社名 電 話

(創戸塚建設 267-3148 

側水垣工務届 267-2716 

情)八千代工学 266-1108 

山本設備工業 267-5688 

信)協和技建 266-0155 

i蓋

会社名 電 話

鰯雲井工務庖
269-4497 

信)267-5183

コモリ工業側 266-3571 

佐藤設備工業 267-3693 

側関根工務唐 267-5271 

大幸建設鞠 266 0055 

鞠田口工務庖 267-5241 

東光建設備) 267-2130 

排水幽

会社名 名時腎L 話

側 秋 山 工 務 庖 266-1881 

井 上 設 備 工 業 267-5284 

大 川 設 備 街 ) 266-1461 

側大貫工務庖 267-4665 

加治設備工業側 266-2406 

側 菊 地 工 務 庖 267-3007 

備)木村工務庖 266-1666 

圏
畏
年
金
位
加
入
し
ま
し
ょ
う
刀

老
後
怠
ん
て
先
の
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

O
年
金
額
は
物
価
の
上
昇
に
あ
わ
せ

て
自
動
的
に
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
実

質
的
価
値
が
変
わ
り
ま
せ
ん
。

O
病
気
や
事
故
で
捧
害
が
残
っ
た
り

遺
族
に
な
っ
た
と
き
の
保
障
も
あ
り

ま
す
。

O
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
や
教
育
資
金
の

貸
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

…トト年
守

民
下

国
治
ム

寸

J
D

~
d
M
 

国
民
年
金
は
、
加
歳
か
ら
的
歳
ま

で
の
幼
年
間
、
一
毎
月
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
歳
か
ら
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
る
仕

組
み
で
す
か
ら
、
加
入
の
届
出
が
遅

れ
た
り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
年
金
が
受
給
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
の
制
度
で
は
、
お
勤
め
し
て

い
て
、
厚
生
(
共
済
)
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
も
、
同
時
に
国
民
年
金

の
加
入
者
と
な
り
、
加
歳
か
ら
伺
歳

の
幼
年
聞
の
加
入
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
加
歳
か
ら
削
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
、
加
入
す
る
制
度
が

冒
民
年
金
で
す
。

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

o
社
会
保
障
制
度
と
し
て
運
営
費
用

や
年
金
給
付
額
の
3
分
の

1
は
、
国

。 を だ 償 すに
世間お未制。ご
267合す加度納尽
lせ す 入 の 税方
5先めの特組を
1 し方典会し3

1税 ま は も に L
1 務す納あ力日主
(課。税り入~
内 課 組ましい
線 l税 合すまて
141係 ののすお

142 加 で とり
) 入 ま 報ま

納
税
組
合
記

加
入
し
ま
し
ょ
う
口

町
税
や
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
場
合
に
は
、
直
接
金
融
機
関
や

役
場
で
納
付
す
る
方
法
と
納
税
組
合

か
ら
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
1
2
6
の
納
税
組
合
が
組

織
さ
れ
納
税
組
合
長
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
徴
収
率
ア
ッ
プ
の
向
上

家
躍
を
取
り
壊
し
だ
と
き
は

す
ぐ
巳
崩
出
を
日
一

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1

月
1
日
に
所
有
す
る
建
物
(
床
面
積

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
物
置
・
車
庫

等
も
含
む
。
)
に
か
か
り
ま
す
。

新
築
や
増
改
築
等
に
と
も
な
い
家

屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
そ
の
家
屋
に
か
か
る
固
定

資
産
読
は
平
成
9
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
年
内
に
「
建

物
滅
失
庖
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
出
用
紙
は
税
務
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

マ
間
合
せ
先

税
務
課
課
税
係

盟

加

l
1
5
1
1
1

(
内
線
1
4
1
)



ら遣う 平成8年 10月ア日(."' おお

時
四
日
弓
7
軒
引
い
の
勧
進
元
大
洗
町

を
つ
く
っ
て
み
ま
し
た
。
(
敬
称
略
山
平
成

8
年

9
月
日
日
現
在

山
山
勾
閥
的
判
日
掛
川
駒
山
桝
料
料
供
齢
的
出
お
M

仰
向
相
銀
位
銀
倍
以
倒
的
制
川
則
的
例
市
山
削
制
的
引
駒
山
出

mwm即
mwmwmw山
w
m
w
ω
ω
邸
却
制
掛
川
開
日
山
崎
山
川
別
的
舗
銅
山
随
時
錦
繍
加
拘
邸
時
同
館
鎚
鉛
路
加
山
舗

m加
問
舗

を
闘
し
介
ぐ
き
、
つ
め
よ
レ
ろ
為
っ
て
よ
吉
行
雄
繍
一
静
J
立
つ
暮
ょ
っ
つ
っ
す
ふ
、
J
J

じ
き
一
止
フ
吋
Y
潮
也
サ
沼
崎
£
健
か
ゆ
号
滑
川
イ
司
君
イ
ぐ
司
、
吉
説
明
ケ
雄
主
4

つ
」
官
官
苦
つ
時
サ
茅
き

府
組
一
億
い
危
ゆ
か
つ
ふ
い
は
ち
ょ
ひ
た
ほ
か
さ
宥
対

J

鶴
喜
.
古
叫
ん
A
A件封
J
J
M
J

か
吋
ザ
リ
j
J
一一リ

t
.
t
A
h
Fす
幌
市
湖
上
抗
野
J

J

寺
町
一
品
川
い
対
ー
は
げ
は
す
恭
一
君
事
ず
崎
豊
瞬
時
ぽ
世
ナ
骨
骨
ど

一
炉
問
比
砕
い
駒
山
ト
か
い
い
か
は
一
諮
問
品
産
鞍
設
誌

ι監野薪一研罫伽酢駐附紅綜恥都軒悶斜部叫相知悶献探昨臨艶釦掠能戸結密耗昨顎粍知料忠一以崎持町円器蒜ヴ謎持誌鴎丹諮ザ鴻掛吋貯控叩斜如誤艶諮謡卸範織縦繰中鄭榛昨諮九静誠帥臨附諮諒鱗む露昨艶一欝代謡鵠
i

融

一
吋
鵠
悶
吋
鵠
糊

M鵠
楠
繍
問
吋
開
鶴
帥
問
鴎
高
時
時
間
副
司
局
時
時
時
時
富
岡
崎
時
開
韓
関
関
閣
時
時
間
関
時
間
同
同
畳
間
関
同
時
間
富
岡
開
局
開
時
鴎
閣
時
遺
書
閣
時
縄
問

長寿を祝う 11111111111華やかに
去
る
9
月
日
日
(
金
)
、
大
洗
文
佑
セ

ン
タ
ー
で
町
主
催
の
敬
老
会
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
叩
歳

以
上
の
皆
さ
ん
は
、
最
高
長
寿
者
の
野

口
徳
田
さ
ん

(
1
0
2
歳
)
を
は
じ
め

2
、
5
4
1
人
(
男
・
・

9
7
6
人
・

女・・

1
、
5
6
5
人)。

午
前
9
時
却
分
式
典
開
始
。
大
洗
町

職
務
代
理
者
小
谷
助
役
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
引
き
続
き
記
念
品
贈
呈
。
「
金

婚
」
を
代
表
し
、
高
橋
七
夫
・
光
枝
さ

第298号(3) 

ん
夫
妻
が
壇
上
に
上
が
り
、
助
役
か
ら

ほ
』
つ
じ
よ
う
一

褒
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
員

8
紐
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
敬
老
芸
能
発

表。
最
後
に
、
テ
レ
ど
な
ど
で
も
活
躍
中

の
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ズ
が
多

芸
多
才
な
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
。
会
場
全

体
を
歩
き
な
が
ら
の
マ
ジ
ッ
ク
や
ア
ツ

ト
驚
く
ト
リ
ッ
ク
シ
ョ

l
に
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
敬
老
会

と
な
り
ま
し
た
。

〔
評
〕
レ
フ
レ
ッ
ク
ス
レ
ン
ズ
特
有
の

ボ
ケ
と
大
胆
な
構
図
で
印
象
的
な
作
品

で

す

。

(

萩

谷

茂

)

9
月
比
日
に
先
立
ち
、

9
月
6
目、

羽
目
、
日
日
の

3
a問
、
大
洗
町
職
務

代
理
者
小
谷
隆
亮
助
役
が
今
年
度
中
に

米
寿
や
金
婚
を
迎
え
る
方
の
代
表
者

や、

1
0
0
歳
以
上
に
な
る
お
年
寄
り

宅
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
大
洗
町
長
寿
恥
1
、

磯
浜
町
8
1
0
1
1
2
の
野
口
徳
四
さ

ん
宅
な
ど
5
軒。

野
口
さ
ん
宅
で
は
、
小
谷
助
役
か
ら
、

記
念
品
や
褒
状
を
送
ら
れ
て
満
面
の
微

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
小
谷
助

役
と
の
記
念
撮
影
の
後
、
長
生
き
の
秘

訣
等
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

野
口
徳
田
さ
ん

*
寸
快
食
L

。
食
事
は
日
に
3
度
き
ち

ん
と
。

本
「
快
動
」
。
つ
と
め
て
体
を
動
か
す

こ
と
。
自
宅
か
ら
大
貫
付
近
ま
で
歩

ノ
¥

牢
「
快
眠
L

。
よ
く
寝
る
こ
と
。

*
新
聞
を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
む
こ
と

が
、
い
い
ボ
ケ
防
止
。
(
新
聞
も
メ

ガ
ネ
な
し
で
読
め
る
そ
、
フ
で
す
)

*
風
呂
の
中
で
体
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
。

話
し
方
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
野
口

さ
ん
、
大
洗
町
で
今
年
度
中
に
、
米
寿

を
迎
え
る
方
は
品
名
。

1
0
0
歳
以
上

の
方
が
2
名
。
皆
さ
ん
も
野
口
さ
ん
の

よ
う
に
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
秘
訣
を
実
行
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
、
っ
。

とんぽ

500岡下 8オート

桧山有作

v オート

まつり

200mm F 8 

w 

橋本照三

〔評〕黄門まつりのスナップだとおも

いますが、表情が豊かで、楽しい写真に

なっています。(萩谷茂)

園
巡
る
秋
の
七
草
数
へ
つ
つ

浜
欠
大
賞
一
千
代
子

〔
評
〕
秋
晴
間
企
歯
散
策
。
萩
そ
始

忌

み

右

え

し

な

で

し

こ

め
、
こ
れ
は
女
郎
花
、
あ
れ
は
撫
子

と
、
所
謂
秋
の
七
草
を
一
つ
一
つ
数

お
お
あ
ら
わ

。ド
後
藤
亀
泉
選

一
匹
の
蝿
を
仕
止
め
て
本
を
読
む

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
小
う
る
さ
い
蝿
が
一
匹
頭
上

を
飛
ぴ
理
て
、
読
書
の
感
興
を
害

う
こ
と
彩
し
い
。
殺
生
は
嫌
い
だ

が
、
止
む
を
得
ず
暫
時
奮
闘
の
末
に

仕
止
め
、
よ
う
や
く
静
か
に
な
っ
た

環
境
の
中
で
再
び
本
を
読
み
始
め
た

の
で
あ
る
。
殺
し
て
と
言
は
ず
仕
止

め
て
と
述
べ
た
処
、
い
か
に
も
俳
句

的
で
あ
る
。

た
ま
む
か
え

家
中
の
灯
り
と
も
し
て
魂
迎

琵

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
盆
入
り
の
十
三
日
、
魂
棚
を

化
的
、
怖
い
叫
て
先
祖
の
位
牌
を
飾
り
、

供
華
供
物
を
供
え
、
更
に
家
中
の
電

燈
の
あ
り
っ
た
け
を
燈
々
と
点
し
て

祖
霊
を
お
迎
え
し
た
の
で
あ
る
。

祭
の
子
あ
は
れ
小
雨
に
濡
れ
て
を
り

明

「

前

原

青

嵐

〔
評
〕
子
供
山
車
を
曳
こ
う
と
集
っ

あ
U
に
く

て
き
た
町
内
の
子
供
達
。
生
憎
降

り
出
し
た
小
雨
に
接
半
纏
心
濡
れ
そ

元
、
却
し

ぼ
っ
て
本
当
に
可
哀
そ
う
。
今
日
ば

か
り
は
憎
ら
し
い
雨
で
あ
る
。

か
ぎ

白
萩
に
手
を
撃
し
た
る
祖
母
写
す

新
町
岸
和
田
知
子

〔
評
〕
萩
世
っ
判
切
ワ
ン
カ
ッ
ト
。

赤
紫
の
萩
叢
が
殆
ど
の
公
闘
の
一

角
に
、
一
き
わ
目
立
つ
白
萩
の
大
株

の
前
は
、
い
つ
も
人
だ
か
り
し
て
衆

白
を
集
一
め
て
い
る
の
だ
が
、
中
に
白

て
ぴ
さ
し

萩
の
照
り
返
し
に
手
庇
し
て
目
を
細

め
て
い
る
祖
母
の
立
ち
姿
を
、
そ
っ

と
孫
娘
が
カ
メ
ラ
に
納
め
て
い
る
処
。

キンモクセイ

え
上
げ
な
が
ら
の
爽
や
か
な
国
巡
り

で
あ
る
。

新
涼
と
恩
ふ
タ
ベ
の
風
と
な
る

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
湯
上
が
り
の
縁
側
に
坐
っ

て
、
庭
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
ひ
と
と

き
の
タ
風
を
楽
し
ん
で
居
る
。
昨
日

ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
今
宵
の
涼
し

き
だ
。
立
秋
も
過
ぎ
、
さ
す
が
秋
風

と
感
じ
入
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
い
ど
り

次
々
と
月
へ
朔
び
た
ち
蚊
喰
鳥

髭

釜

川

上

弘

vvつ
も
り

〔
評
〕
蚊
喰
鳥
は
煽
幅
、
又
は
か

は
ほ
り
と
も
。
昼
間
、
軒
下
に
集
っ

て
逆
さ
に
ぶ
ら
下
っ
て
い
た
編
幅

が
、
タ
月
の
明
る
さ
を
増
し
て
く
る

頃
、
黒
々
と
し
た
飛
影
を
見
せ
て
一

羽
ま
た
一
羽
と
空
へ
と
ぴ
た
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

青
柿
の
一
つ
こ
ろ
が
り
園
の
道

桜

道

真

田

静

子

散
る
と
な
く
こ
ぼ
る
〉
萩
の
軽
さ
か
な

新
町
小
松
崎
十
土
口

木
洩
れ
日
の
中
秋
風
と
共
に
歩
す

明
神
町
小
松
崎
美
代

待
ち
し
雨
ト
マ
ト
畑
に
浴
び
て
を
り

金

沢

猿

田

俊

子

琴
の
音
に
萩
ほ
ろ
/
¥
と
こ
ぼ
れ
け
り

髭
釜
稲
田
宮
田
穂

風
軽
き
萩
の
一
叢
ゆ
る
が
し
て

明

神

町

田

中

勝

枝

乱
れ
萩
澄
み
し
琴
の
音
流
れ
け
り

髭
釜
清
水
拡
一
朗

立
秋
の
雲
の
流
る
〉
空
な
り
し

祝

町

今

川

田

成

ひ

Z
し

げ

瞬
の
声
を
速
く
に
聞
く
夕
鶴

祝
町
今
川
、
つ
め

落
日
の
渚
し
づ
か
に
夏
の
果

角

小

野

瀬

一

土
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大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議
と
大
洗
町

教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
ま
る
ご
と

北
海
道
体
験
教
室
」
が
、

7
月
四
日
か

ら
M
日
ま
で
往
復
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
北
海
道
の
大
自
品
川
市

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
慈

し
む
心
を
育
て
る
と
と
も
に
子
ど
も
会

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
人
間
と

し
て
の
資
質
を
磨
き
、
団
体
活
動
の
中

で
の
強
調
性
や
自
主
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
2
年
に
一
度
、
各
地
区
子
ど
も

会
の
リ
ー
ダ
ー

(
5
、
6
年
生
)
を
対

象
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
大
洗
町
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
鈴
木
久
雄
会
長
を
団
長
に
、
児
童

剖
名
を
含
む
、
総
勢
1
0
9名
が
参
茄

し
ま
し
た
。

7
月
四
日
深
夜
、
フ
ェ
リ
ー
か
ら
家

族
の
方
々
と
し
ば
し
の
分
れ
を
惜
し
み

出
港
。一

行
は
、
は
じ
め
て
国
民
の
祝
日
と

な
っ
た
「
海
の
日
」
を
洋
上
で
迎
え
、

午
後
8
時
あ
こ
が
れ
の
地
北
海
道
苫
小

牧
に
上
陸
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
鮭
片
身
を
使
う
北

海
道
の
郷
土
料
理
「
ち
や
ん
ち
ゃ
ん

焼
」
を
各
班
ご
と
に
挑
戦
し
て
、
お
も

い
お
も
い
の
味
に
舌
づ
つ
み
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
雨
の
降
る
中
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
高
校
生

会
が
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
l
ム
で
子
供
達
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
る
ノ

l
ザ
ン
ホ
l
ス
パ
ー
ク
で
は
、
乗
馬
を

体
験
し
、
間
近
で
見
る
馬
の
大
き
き
ゃ

大
き
く
か
わ
い
い
瞳
に
感
激
し
て
い
ま

し
た
。最

終
日
に
は
、
開
拓
の
村
を
見
学
し

た
後
、
札
幌
市
内
班
別
自
由
行
動
。
事

前
研
修
で
調
べ
て
お
い
た
お
底
で
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
た
り
、
お
土
産
を
買
い
な

が
ら
札
幌
市
内
を
散
策
し
た
り
、
各
班

ご
と
に
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
夕
方
に
は
ビ
l
ル
工
場
を

見
学
し
た
後
、
札
幌
市
内
を
一
望
で
き

も
い
わ
や
ま

る
藻
岩
山
か
ら
す
ば
ら
し
い
夜
景
を
目

に
焼
き
付
け
な
が
ら
北
海
道
を
後
に
し

ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
た
、
大
貫
小
6

年
桑
嶋
晃
子
さ
ん
は
「
開
拓
の
村
で
は

昔
の
人
の
働
く
様
子
が
わ
か
っ
た
。
そ

し
て
、
ノ

l
ザ
ン
ホ

i
ス
パ
ー
ク
で

は
、
乗
馬
や
テ
ニ
ス
を
し
た
り
し
て
新

し
い
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
の
で
、

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た。
L

と
作
文
に
書
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
参
加
し
た
剖

名
の
子
供
達
に
は
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

会
や
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す。

8
月
四
日
か
ら
紅
日
に
か
け
て
、
サ

ン
ビ

l
チ
キ
ャ
ン
プ
場
に
ア
イ
ア
ン
キ

ツ
ズ
(
少
年
海
賊
隊
)
品
名
が
山
山
没
。

今
回
の
活
動
は
栃
木
県
茂
木
町
の
山
賊

お
名
と
3
日
間
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

第
1
日
目
、
テ
ン
ト
設
営
と
竹
の
箸
・

炊
飯
用
の
竹
筒
つ
く
り
を
行
っ
た
後
、

大
洗
マ
リ
l
ナ
で
前
回
の
活
動
で
つ
く

り
上
げ
た
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
の
進

水
式
を
行
い
、
全
員
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ

ヌ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

第
2
日
目
、
シ
ュ
ノ

l
ケ
リ
ン
グ
に

よ
る
海
中
探
検
を
楽
し
ん
だ
り
、
後
継

者
の
育
成
な
ど
漁
業
の
振
興
を
目
指
し

組
織
さ
れ
た
長
漁
会
(
小
松
崎
藤
吉
会

ろ

長
)
の
皆
さ
ん
に
、
船
を
進
め
る
櫓
こ

圏
J

ヰ
ャ
ン
ブ
控
/

ぎ
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
大
洗
の
代
表

的
漁
法
に
つ
い
て
学
習
後
、
さ
し
網
漁

を
し
て
い
る
新
五
郎
丸
や
昭
栄
丸
、
八

千
代
丸
な
ど
5
隻
に
海
賊
・
山
賊
が
乗

船
し
て
目
見
学
を
し
ま
し
た
。

引
き
揚
げ
ら
れ
た
網
か
ら
コ
チ
や

鯛
、
ウ
シ
カ
、
シ
ャ
コ
な
ど
の
魚
を
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
外
し
、
沢
山
捕
れ
た

夕
食
の
材
料
に
思
わ
ず
ニ
ツ
コ
リ
。
長

漁
会
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。第

3
日
目
、
サ
ン
ビ
l
チ
海
岸
に
移

動
し
、
海
の
安
全
を
守
る
ラ
イ
フ
セ
l

パ
l
や
パ
ラ
ナ
l
ス
の
皆
さ
ん
と
、
ラ

イ
フ
セ

l
ビ
ン
グ
の
種
目
に
も
あ
る
ビ

ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
や
、
救
助
用
の
レ
ス

キ
ュ
ー
'
ボ

i
ド
で
波
乗
り
し
た
り
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、

3
日
間
の
サ
パ
イ
パ
ル

キ
ャ
ン
プ
は
、
海
賊
・
山
賊
と
も
に

少
々
疲
れ
気
味
で
し
た
が
、
最
後
は

「
ム
忌
民
は
茂
木
町
で
逢
お
う
」
と
、
元

気
に
再
会
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
那
珂
川
の
中
流
で
あ
る
茂

木
町
と
、
源
流
を
訪
ね
て
那
須
岳
に
出

没
予
定
。

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
事
故
に
備
え
た
海

難
救
助
訓
練
が
9
月
9
臼
(
月
)
、
那
珂

湊
海
上
保
安
部
と
大
洗
港
入
出
港
安
全

対
策
協
議
会
の
、
玉
催
に
よ
り
大
洗
港
第

3
埠
頭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
訓
練
に

は
、
町
消
防
本
部
、
ブ
ル

i
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ラ
イ
ン
な
ど
各
関
係
機
関
約
2
0
0

名
が
参
加
。

こ
の
日
は
、
風
雨
が
強
く
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
み
と
L

の
船
内
か
ら
火
災
が
発
生
。
と
い
う
想

定
の
下
、
約
1
時
間
に
わ
た
り
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
つ
な
訓
練
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
救
助
活
動
に
役
立
つ
こ
と
で
し

ト
品
、
勺
ノ
。

理量
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けん銃のない
るい社会を目指して

日本における安全な社会は、けん銃

に対する厳しい規制によって支えられ

てきました。しかし最近、けん銃を使

用した凶悪な事件が続発しています。

警察では関係省庁と連絡を密にし

て、けん銃の取り締まりや密輸に対する描発の強化などを行

っていますが、安心して生活できる社会を維持するためには、

皆さんの協力が欠かせません。あなたのまわりでけん銃の不

法所持や密輸、密造などの情報がありましたら最寄りの警察

箸までご一報ください。

霊童銃器遺放ダイヤル
水戸警察箸

一つ?を

井藤吉麟民

野議長膿堂入り

曲
一
ん

野
球
人
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
、

「
野
球
殿
堂
入
り
L

を
す
る
と
、
東
京

ド
ー
ム
の
一
階
に
あ
る
野
球
体
育
博
物

館
に
そ
の
方
の
レ
リ
ー
フ
(
平
面
の
胸

像
)
が
永
久
展
示
さ
れ
ま
す
。
当
町
の

石
井
藤
吉
郎
氏
が
昨
年
こ
の
野
球
殿
堂

入
り
を
来
た
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

総
合
運
動
公
園
野
球
場
入
口
に
同
じ
レ

リ
ー
フ
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式

が
去
る
8
月
M
目
、
大
勢
の
来
賓
の

ガン

関A関τ監o

骨アモノ

しそ 皆場 が挙内 氏を方
ょのさのれでアの迎々
う栄 ん入た すマ 殿えが
。誉 に口 石。 チ堂 、見
と親で井アユ入執守
おし 多氏マアり りる
人まくのチでは行な
柄れのレユは競わか
を、野リア 2技 れ
伝後球 i野人 受ま 石
え年人フ球目賞し井
るまやはにと者た氏
こで町、カい 49 0 ご
と永民野をう 名石夫
でくの球注快の井妻

野
球
殿
堂
入
り
を
記
念
し
、
石
井
藤

吉
郎
杯
中
学
校
野
球
大
会
も
併
せ
て
8

月
M
臼
・
お
日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
洗
近
郊
ロ
校
の
中
学
生
が
、

石
井
藤
吉
郎
氏
に
続
け
と
、
頑
張
っ
て

き
た
臼
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦
の
結
果
、
記
念
す

べ
き
第
一
回
大
会
は
大
洗
前
立
第
一
中

学
校
が
優
勝
。
第
一
中
学
校
の
選
手

と
、
準
優
勝
の
美
野
里
中
学
校
の
選
手

全
員
に
石
井
藤
吉
郎
氏
が
記
念
の
メ
ダ

ル
を
首
に
か
け
、
励
ま
し
の
一
一
言
葉
を
か

け
て
い
ま
し
た
。
カ
い
っ
ぱ
い
闘
っ
た

大
会
を
振
り
返
り
各
校
の
み
ん
な
の
顔

に
は
、
来
年
へ
の
闘
志
が
あ
ふ
れ
で
い

ま
し
た
。
ご
健
闘
さ
れ
た
中
学
校
の
選

手
の
皆
さ
ん
、
い
い
試
合
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

6

銃なし摺い

胤
鈎
塁
。
由
尚
墨
@
砂
九
仰
怠
f

点
ぷ
息
切
謀
ペ
ノ
グ
一
受
フ
¢

議
露
間
協
議
議
露
日
舞
撲

一
門
凶
畠

A

一

で
こ
ど
も
工
コ
ク
ラ
ブ
L

って一

一

な

ん

だ

り

・

」

岱

1
な
に
を
す
る
ク
ラ
ブ
な
の
?

①
'
地
球
や
環
境
に
つ
い
て
、
仲
間

と
い
っ
し
ょ
に
考
え
た
り
、
行
動
し

た
り
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
環
境
を
守

る
た
め
に
な
に
か
し
た
い
と
思
う
小

学
生
・
中
学
生
な
ら
、
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
て
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

②
地
球
を
守
る
「
ア
l
ス
レ
ン
ジ

ャ
l
」
に
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
参
加
し
て
、

1
年
間
が
ん
ば
る

と
「
ア
i
ス
レ
ン
ジ
ャ

i
認
定
証
」

が
も
ら
え
ま
す
。

G
2
会
員
に
な
る
と
?

①
会
員
手
帳
と
、
会
員
バ
ッ
ジ
が

も
ら
、
え
ま
す
。

②
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
l
(年
6
回
)
が

送
ら
れ
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
で
き

ま
す
。

由
自
活
動
の
期
間
は
?

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
1
年
間
単
位
で

す。

4
月
に
始
ま
り
、
次
の
年
の
3

月
に
終
わ
り
ま
す
。
で
も
、
地
球
を

守
る
活
動
は
、
ず
っ
と
続
け
て
下
さ
い
。

昌
4
全
国
の
会
員
は
何
人
ぐ
ら
い
?

い
ま
、
お
よ
そ
2
、
0
0
0
ク
ラ

ブ
、
約
3
0
、
0
0
0
人
の
友
だ
ち

が
、
全
国
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
独
自
の
活
動
を

行
い
、
な
か
に
は
外
国
の
仲
間
と
交

流
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

4
d
 

つ
占

υ見
察

発
観

い
鉄
山

1
U
由
同

新
の

傘

L4 

申
告
会
員
に
な
る
費
用
は
?
"

無
料
で
す
。
活
動
に
必
要
な
会
員

手
帳
、
会
員
バ
ッ
ジ
、
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
に
お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

申
告
参
加
の
方
法
は
?

①
小
学
生
・
中
学
生
で
数
人
か
ら

加
入
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

み
ん
な
の
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

大
人
に
「
サ
ボ

l
タ
l
L
役
を
た
の

ん
で
く
だ
さ
い
。

②
大
洗
町
役
場
生
活
環
境
課
へ
申

し
込
み
ま
す
。

。
ク
ラ
ブ
の
友
だ
ち
の
声

や
集
め
た
ド
ン
グ
リ
の
実
を
、
木
の

な
い
山
に
ま
き
ま
し
た
。
(
福
岡
県
)

φ
川
の
生
き
物
と
よ
ご
れ
を
調
べ
ま

す
。
(
奈
良
県
)

笠
局
層
ビ
ル
衝
の
季
節
の
変
化
を
さ

ぐ
り
ま
す
。
(
東
京
都
)

⑮
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
た
い
。
炭
の

電
池
を
つ
く
る
ぞ
。
(
栃
木
県
)

⑬
桑
の
木
が
あ
る
の
で
、
カ
イ
コ
を

育
て
る
つ
も
り
。
(
北
海
道
)

轡
大
人
の
方
へ
の
お
願
い

こ
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る

「
サ
ボ
i
タ
i
」
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
い
。

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
全

国
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
地
域
や
地
球

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
自
主
的
に

学
ん
だ
り
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
だ
り
す
る
集
ま
り
で
す
。

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の

活
動
を
応
援
す
る
大
人
の
「
サ
ボ
l

タ
i
L
を
一
人
以
上
定
め
、
こ
ど
も

た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
市
区
町
村

の
事
務
局
と
の
連
絡
な
ど
、
必
要
に

応
じ
て
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
大
人
の
み
な
さ
ん
、
も

し
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
「
サ
ボ

l
タ

ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
た

ら
、
ぜ
ひ
引
き
受
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
事
務
局
で
は
、
サ
ボ
l
タ
ー

の
た
め
の
「
応
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
も

用
意
し
て
い
ま
す
。

盟
問
合
せ
先

生
活
環
境
課

器

(

加

)
5
1
1
1
・
内
線
凶

圏
こ
ど
も
ヱ
コ
ク
ラ
ブ
全
国
事

務
局

岡
田
本
環
境
協
会

宮
山

3
4
0
6
i
5
0
1
0



平成8年 10月7日

青
年
の
つ
ば
さ
事
業
に

参
加
し
て

宮
地

L、

8
月
日
日
i
m
日
ま
で
の
9
日

間
、
私
は
第
四
期
青
年
の
つ
ば
さ
団

員
と
し
て
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
た
。
タ
イ
で
は
恵
ま
れ
な
い
子
供

た
ち
が
暮
ら
す
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の

子
供
の
村
へ
の
訪
問
、
小
学
校
で
の

らあおお

顕子力構韓露事重量I~
著書翻してみ告ませんか

マU23F

第298号(5) 

紀
子

日
月
初
日
は
、
原
子
力
の
日
で
す
。

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
原
子
力
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
も
原
子
力
施
設
見
学
会

を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

原
子
カ
施
設
見
学
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

O
期

目

立

月

日

目

(

月

)

O
見
学
先

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
大
洗

工
学
セ
ン
タ
ー

フ
ラ
ワ
ー
パ

i
ク
(
八
郷
町
)

o
コ
l
ス

役
場
(
9
0
0
τ
動
燃
大
洗
↓
フ

ラ
ワ
ー
パ

l
ク
↓
役
場

(
M
-
-
却
)

O
参
加
資
格

大
洗
町
民
で
あ
る
こ
と
。

初
め
て
の
方
を
優
先
と
し
ま
す
。

O
参

加

費

無

料

0
申
込
方
法

日
月
日
日
(
水
)
午
前
8
時
加
分
よ
り

電
話
で
役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。先

着
別
名
で
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。盟

問

1
5
1
1
1
・
内
線
2
2
7

に
は
私
は
何
か
を
し
て
き
た
の
で
は
な

く
、
逆
に
普
段
の
生
活
で
は
手
に
入
ら

な
い
沢
山
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
き
た
。

『
人
(
ヒ
ト
)
の
為
(
タ
メ
)
と
書
い

て
偽
(
イ
ツ
ワ
リ
)
と
読
む
』

こ
れ
は
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
前
の

研
修
中
に
教
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
タ

イ
・
ベ
ト
ナ
ム
で
何
か
で
き
れ
ば
、
と

思
っ
て
い
た
私
の
心
は
実
は
偽
り
で
あ

り
、
何
か
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
は
結

局
自
分
の
為
な
の
で
あ
る
。
『
偽
』
の

一
字
が
一
不
す
よ
う
に
、
私
は
今
回
の
訪

問
で
沢
山
の
こ
と
を
学
び
、
考
、
え
き
せ

ら
れ
た
。

カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の
子
供
の
村
で
は

言
葉
が
通
じ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
子

供
は
私
の
そ
ば
か
ら
離
れ
よ
、
っ
と
し
な

か
っ
た
。
先
生
が
「
あ
な
た
た
ち
か
ら

離
れ
な
い
子
供
は
愛
情
に
飢
え
て
い
る

子
供
」
と
話
さ
れ
た
と
き
、
た
っ
た
数

時
間
の
訪
問
で
あ
た
か
も
子
供
に
本
当

の
愛
情
を
与
え
る
ふ
り
を
し
て
、
そ
し

て
す
ぐ
に
去
っ
て
い
く
と
い
う
、
こ
の

子
供
の
村
へ
の
訪
問
は
子
供
た
ち
に
と

っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
と
真

離が

されます

24 (木)

鞠

日
月
M
臼
(
木
)

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士

人
権
擁
護
委
員

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

水
戸
地
方
法
務
局
・
水
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

。
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

円

v
間
合
せ
企
画
課
秘
書
広
報
公
聴
係

盟

加

1
5
1
1
1

(
内
線
2
2
5
)

マ
と

マ
と
こ
ろ

マ
相
談
者 き

マ
主

{窪

剣
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
私

が
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
。
確
か
に
経

済
的
に
も
、
親
の
愛
情
に
も
恵
ま
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
皆
笑
顔
が
絶
え
な

い
。
そ
し
て
、
優
し
い
心
、
人
を
思
い

や
る
心
を
持
つ
。
村
で
転
び
そ
う
に
な

っ
た
私
に
小
さ
な
手
を
さ
し
の
べ
て
く

れ
た
。
小
川
を
渡
る
と
き
に
は
小
さ
な

体
で
気
を
付
け
る
よ
、
つ
に
と
大
き
な
ジ

エ
ス
チ
ャ

l
で

示
し
て
く
れ

た
。
ゴ
ミ
を
見

つ
け
る
と
何
の

迷
い
も
な
く
拾

っ
て
ご
み
箱
に

捨
て
て
い
た
。

物
と
情
報
が
あ

ふ
れ
る
慌
た
だ

し
い
生
活
に
追

わ
れ
、
普
段
忘

れ
て
い
た
本
当

の
心
の
豊
か
さ

を
子
供
た
ち
は

私
に
教
え
て
く
れ
た
。

青
年
の
つ
ば
さ
事
業
に
参
加
し

て
、
絶
対
に
出
来
な
い
経
験
を
沢
山

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
当
に
参
加
し

て
良
か
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ
の
事
業

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
本
当
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
応

募
の
段
階
か
ら
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し

た
大
洗
町
役
場
の
方
々
に
心
か
ら
感

謝
し
つ
つ
ベ
ン
を
置
き
ま
す
。

昌弘現地の子供たちと(タイにて)右端が宮地さん

「
役
所
に
相
談
し
た
い
が
、
ど
こ
の

窓
口
に
い
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
し

「
役
所
に
苦
情
宣
言
い
た
い
が
、
直

接
出
向
き
た
く
な
い
」

「
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
措
置

に
納
得
で
き
な
い
」

こ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
下
さ
い
。
日
常
生
活
に
お
い

て
、
役
所
の
仕
事
や
J
R
-
N
T
T
-

公
庫
・
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
住
民
か
ら
聴
い
て
、
中
立
・
公
平
な

立
場
で
問
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長
官
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
現
在
、
全
国
で
5
千
人

を
超
え
る
委
員
が
、
く
ら
し
と
行
政
を

つ
な
げ
る
パ
イ
プ
役
と
し
て
身
近
な
と

こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
小
野

崎
剛
き
ん
で
す
。
自
宅
や
定
例
相
談
所

な
ど
で
常
時
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。な

お
、
叩
月
の
相
談
所
開
設
は
次
の

と
お
り
で
す
。

と
き
叩
月
刊
日
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

と
こ
ろ
役
場
3
階
会
議
室

※
当
日
は
、
特
設
人
権
相
談
所
と
合
同

で
開
設
い
た
し
ま
す
。

大
洗
町
の
行
政
相
談
委
員

氏

名

小

野

崎

間

住
所
大
洗
町
磯
浜
町
8
1
9
4
番
地

官

2
6
7
i
0
9
7
5

行
政
苦
情
i
i
o
番

茨
城
行
政
監
察
事
務
所

宮

2
5
3
i
1
1
0
0

事録次世代のエネルギーみんなで学ほう/考えよう/

自l自--1¥和理機関轄の器開とう¥京高基金1

矧へゆ一の

において記念フ工アを闘催します。小松左京さんの記念講遣をはじめ、

茨城の原子力の歩みや原子力最先端技術利用などを紹介するパネル展、

産業展、企闇展及び農水産物即売会などを開催いたします。多くの方々の

ご来場をお待ちいたしております。各会場ごとの催しは次のとおりです。

東海文化センター

。記念講演会

日 時平成 8年 10月26日(土). (午後|時30介から午後 3時)

講 師小松左京先生

演 題原子力40周年をふまえて次世代のエネルギーを考える

0パネル展@産業展@農水産物即売会

日 時平成 8 年 10月 26 日住)~27 日(日) (午前10時から午後 4時)

展示内容等 原子力の歩みと原子力最先端技術利用のパネル、ビデオ、機

昭
和
勾
年
に
「
国
民
た
す
け
あ
い
運

動
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
」
は
今
年
同
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
一
人
一
人

の
や
さ
し
さ
が
、
周
り
の
人
の
幸
せ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

顕
共
同
募
金
の
役
割

な
ぜ
、
共
同
募
金
は
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
運
動
は
生
活
困
窮
者
な

ど
を
援
助
す
る
こ
と
を
白
的
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
少
子
・
高
齢

社
会
を
迎
え
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

な
ど
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
福

祉
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
ゃ
母

子
家
庭
な
ど
に
は
ま
だ
ま
だ
地
域
の
福

祉
活
動
が
不
可
欠
で
す
。
共
同
募
金
運

動
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
援

助
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の
な
の

で
す
。

翻
募
金
の
使
い
道
は
?

お
よ
そ
2
0
0
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
は
、

各
都
道
府
県
共
同
募
金
会
に
設
置
さ
れ

て
い
る
配
分
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
た
め
の
入 東海村中央公民館

。科学実験教室

日 程寺

内容

原子力科学館

。 期 間 平 成8年 1OFJ 26 B (封~27 日(日) (午前10時から午後 4時)

。企画展 原子力が作りだす色や光をビデオやパネル、展示品で紹介

。美術展 「わたしのまちの未来Jrわたしの好きな色/そして風景」をテー

マに、小中学生の絵画を展示

※企画展・美術展は、 2月末まで開催しております。

間合せ先制茨城原子力協議会{ 原子力 科 学館1 宮 029-282-3111

平 成 8年 10月27日(8)(午前10時から午後 4時)

霧箱製作教室や楽しい科学実験教室コーナーの開設

凶
融
合

「
茨
域
里
青
年
の
つ
ば
さ
」
は
、
明
日
の
茨
城
を
担
う
青
年
を
海
外
ヘ
派
遣

し
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
活
動
体
験
、
外
菌
青
年
と
の
受
敏
、
受
流
、
各
地
の
視
察

を
渇
し
て
、
国
醸
成
尚
豊
富
み
、
広
い
視
野
に
立
つ
だ
地
域
活
動
を
進
め
る
青

年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的
巳
、
平
成
8
一語
E
H
盗
塁
一
望
の
つ
ば
さ
事
業
実

行
委
員
会
(
累
青
年
団
体
連
盟
、
県
高
工
会
青
使
由
連
要
墨
外
〉
ガ
主
催
。

去
る
8
月
刊
日
か
ら
旬
日
ま
で
の

9
日
問
、
タ
ィ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
体
験
、
青
年
海
外
協
力
隊
現
地
視
察
、
民
家
訪
問
、
現
塑
青
年
と

の
莞
窪
去
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
白
一
、
本
町
か
ら
告
掲
紀
子
さ
ん

g歳
・
大
貫
町
4
1
2
T
2の
包
)
が
参

加
さ
れ
、
そ
の
感
想
を
寄
せ
て
い
だ
定
き
ま
し
だ
。

植
林
、
現
地
大
学
生
と
の
交
流
会
等
の

活
動
を
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ド
イ
モ
イ
政

策
に
よ
っ
て
街
魚
に
あ
ふ
れ
た
ス
ト
リ

ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
救
済
の
た
め
の
職
業

訓
練
校
へ
の
表
敬
訪
問
、
そ
し
て
現
地

青
年
同
盟
の
方
々
と
の
交
流
会
等
の
活

動
を
行
っ
た
。

私
は
こ
の
両
国
を
訪
問
す
る
前
は

「
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
何
か
で
き
れ

ば
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際

搭
サ
ー
ビ
ス
、
心
身
障
害
者
の
機
能
回

復
訓
練
設
備
の
充
実
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
運
営
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
福
祉
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

間
合
せ
先
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
付
金
に
、
税
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

@
会
社
な
ど
法
人
の
寄
付
金
は
、
全
額

損
金
算
入
で
き
ま
す
。

A
V

個
人
の
寄
付
金
は
、
所
得
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

共間募金事業種別配分額一覧
(平成1年度) (単位:億円)

老人福祉活動関係 40 
障害児・老福祉活動関係 26 
児童・青少年撞祉活動関係 24 
福祉育成・援助活動関係 57 
歳未たすけあい 74 
緊急配分等関係 B 

配分額 22ア
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申

込

み

ふ
だ
ん
気
が
つ
か
な
か
っ
た
街
並
み

や
歴
史
等
を
ク
イ
ズ
に
し
て
、
そ
の
問

題
を
解
き
な
が
ら
、
か
く
さ
れ
た
時
間

で
ゴ
ー
ル
す
る
の
が
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ
ー

で
す
。秋

の
一
日
を
、
家
族
で
の
ん
び
り
と

歩
い
て
見
ま
し
ょ
っ
。

日

時

日

月

幻

日

(

日

)

(
雨
天
時
日
月
日
日
)

午
前
9
時
受
付

中
央
公
民
館

筆
記
用
具
(
水
筒
・
お
弁

当
は
自
由
)

東
光
台
・
明
神
町
・
大
洗

磯
前
神
社
回
周
辺

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

大
洗
町
教
育
委
員
会

家
族
単
位

(
2
1
5
名
)

で
お
申
込
下
さ
い
。
先
進
溜

却
組
。
家
族
優
先
で
す

集
合
場
所

用
意
す
る

も
の

コ

ー

ス

三E

イ雀

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所

裁
判
官
由
民
審
査
が
、
叩
月
間
日
同
に

行
わ
れ
ま
す
。

⑮
投
票
の
で
き
る
方
は
・
:

満
加
歳
以
上
(
昭
和
日
年
目
月
紅
白

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
引
き
続
き
3
ヶ
月
以
上

(
平
成
8
年
7
月
7
日
以
前
か
ら
)
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

品
輸
投
票
時
聞
は
・
・
.

午
前
7
時
か
ら
午
後
E
時
ま
で
で
す
。

⑬
入
場
券
は
・
.. 

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
い
た
し
ま
す
。

当
日
投
票
所
へ
行
く
際
に
は
、
入
場
券

と
投
票
所
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
。

A
V投
票
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
/

衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
今
ま
で
は
候

補
者
を
選
ぶ
投
票
法
だ
け
で
し
た
が
、

今
国
か
ら
は
候
補
者
を
選
ぶ
「
小
選
挙

が
、
友
達
ど
う
し
で
の
参

加
も
受
付
け
ま
す
。

日
月
2
日
(
火
)
締
切

無

料

申
込
用
紙
に
記
入
し
て
生

涯
学
習
課
(
中
央
公
民
館

内
)
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

大
洗
町
中
央
公
民
館

官

2
6
7
1
0
2
3
0

※
申
し
込
み
用
紙
は
中
央
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。

参

加

費

申
込
方
法

区
選
出
し
と
政
党
を
選
ぶ
「
比
例
代
表

選
出
」
の
2
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
近

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(
裁
判
官

国
民
審
査
に
つ
い
て
は
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
)

品
輸
「
不
在
者
投
票
」
の
ご
利
用
を
グ

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー

に
行
く
、
な
ど
の
理
由
で
当
日
投
票
で

き
な
い
場
合
は
、
「
不
在
者
投
票
し
と

い
う
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
不
在
者
投
票
は
、
叩
月
間
日
ま
で

(
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
含
む
)
毎
日

午
前
8
時
却
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
受

け
付
け
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑧
問
合
せ
先
町
選
挙
委
員
会
事
務
局

(
役
場
総
務
課
内
)
官
加

5
1
1
1

内
線
2
3
3

開と世帯
(9月!日現在)

人口 20，543人(-8) 

男 10，147人(-1) 

女 10，396人(-7) 

世帯数 6，570戸(+4) 

転入 41人転出 50人

出生 14人死亡 13人

応
募
資
格

募
集
期
間

説

明

会

日
月
初
日
幽
茨
城
教
育
会
館

日
月
川
抗
日
肘
土
浦
亀
域
プ
ラ
ザ

日
月
7
日
肘
目
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

日
月
日
目
幽
下
館
市
中
央
公
民
館

日
月
四
B
閃
茨
城
教
育
会
館

い
ず
れ
も
午
後
6
時
泊
分
i
8
時
泊

分
開
会
せ
先

茨
城
県
福
祉
部
女
性
青
少
年
課

宮一

m
l
8
1
1
1
・
内
線
2
7
4
4

国
際
協
力
事
業
団
筑
波
セ
ン
タ
ー

器

0
2
9
8
(犯
)
1
1
1
1

日
本
国
籍
の
却
歳
1
却
歳

日
月
日
日
i
口
月
初
日

_ 1:果
ム 11/曹

関メイ前

警3事
襲一歩

す
す
で
に
窟

位
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
お
子
喜
ん
へ

平
成
9
年
度
保
育
所
(
園
)
の
入
所

(
闘
)
児
童
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
所
(
園
)
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方

は
、
期
間
内
に
入
所
申
請
書
を
福
祉
課

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
保
育

料
は
保
護
者
の
前
年
分
所
得
税
に
よ
り

算
定
さ
れ
、
公
私
立
と
も
同
額
で
す

o

v受
付
期
間

口
月
6
日
制
1
1
月
8
日
幽

午
前
9
時
j
午
後
4
時

茎
審
問
保
育
所
(
闇
)

第
一
保
育
所
・
第
二
保
育
所
・
滝

口
保
育
園
・
恵
泉
保
育
周
回
・
ひ
じ

り
保
育
園

マ
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、
町
福
祉
課
へ
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

V
受
付
@
閉
会
せ
先

宮
町
1
5
1
1
1

三
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

・
百
日
せ
き
)
の
中
で
す
で
に
百
日
せ

き
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
お
子
さ
ん

は
、
か
ら
だ
の
中
に
百
隠
せ
き
に
対
す

る
免
疫
は
獲
得
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
フ

テ
リ
ア
・
破
傷
風
に
対
す
る
免
疫
は
、

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
平
成
9

年
2
月
に
希
望
者
の
方
に
百
日
せ
き
が

入
っ
て
い
な
い
二
種
混
合
(
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
)
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
下
き
い
。

ま
た
、
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
か
ど
う

か
は
っ
き
り
し
な
い
方
、
す
で
に
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
お
子
さ
ん
で
も
規
定
に

よ
る
三
種
混
合
が
従
来
通
り
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
結
核
・
基
本
健
康
診
査
」
が
各
集
会
所
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
受
診
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
受
診
さ
れ
た
方
は
、
検
査
結
果
が
待

ち
遠
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
月
は
昨
年
の
健

診
で
異
常
値
の
多
か
っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞
膜
を
構
成
す
る
大

切
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
、
ホ
ル
モ
ン
や

胆
汁
を
造
る
材
料
で
も
あ
り
、
脳
や
神
経
系
・
筋

肉
の
動
き
に
不
可
欠
な
物
質
で
す
。
反
対
に
脳
梗

塞
や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
大
変
厄
介
な
物
質

で
も
あ
る
の
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
食
物

で
増
加
し
ま
す
が
、
笑
は
体
の
中
で
も
(
特
に
肝

臓
)
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
量
は
、
食

べ
る
よ
り
3
1
5倍
も
多
い
と
い
う
の
に
は
驚
き

で
す
ね
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、

H
D
L
(善
玉
)
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
L
D
L
(悪
玉
)
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
主
に
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
少
な
い
方
は
、
運
動
を
す
る
こ
と
で
数
値
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

L
D
L
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
食
事
の
時
は
、
動
物
性
脂
肪
(
ラ
ー
ド

・
い
く
ら
・
た
ら
こ
な
ど
)
の
と
り
過
ぎ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
検
査
値
で
動
脈

硬
化
の
危
険
度
が
わ
か
る
『
動
脈
硬
化
指
数
』
の

も
と
め
方
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
の
で
計
算
し

て
み
て
下
さ
い
。
あ
く
ま
で
も
目
安
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
年
の
検
査
結
果
か
ら
「
今
年
は
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
減

っ
て
よ
か
っ
た
。
」
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
、
自

に
見
え
な
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
、
い

ろ
ん
な
評
価
方
法
で
、
自
分
の
体
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
動
脈
硬
化
指
数

H
(総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

l
H

D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
)
/
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ

!レ値
が
大
き
い
ほ
ど
動
脈
硬
化
が
発
生
し
や
す

い
。
正
常
値
は
4
以
下
。

(
保
健
婦

(H. 8. 9.12現在)

開催日 開始時間 催 毒事 内 幸喜 開催場所 2主 催 入場方法

10月27日(日) 10: 00- マンカゃ映画上映 ホール 目立セントラル鮒 有料

29日制 10: 00- 第四大糊]到1出掛(音楽発表会) " 大洗町教育委員会 一般

11月3日(日) 11 : 00 " (日本舞踊発表会) " " " 
4 B伺) 9 : 30 " (吟詠剣詩舞発表会) " H " 
4日開) 9 : 30 " (民謡、新舞踊発表会) " " " 

一行事予定表 (10/27-11/5) 告大洗文化セン

増
淵
聡
子

ふ|み|ネ|ふ

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター (flt266-2442)へお問い合わせ下さい。
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三
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母

親

教

室

③

ー
オ
6
カ
月
児
健
診

母

親

教

室

④

国

保

本目健

ます

象

者

芋L

児

談

9
月
実
施
の
基
本
健
康
審
盗
の
結
果

要
指
導
の
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
要
指

導
の
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
要
指

導
の
内
生
活
改
善
必
要
な
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
婆
指

導
の
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
要
指

導
の
内
生
活
改
善
が
必
要
な
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
の
内

生
活
改
善
が
必
要
な
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
要
指

導
の
方

9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
の
内

生
活
改
善
が
必
要
な
方

生
後
3
カ
月
i
川
町
カ
月
ま
で
の
乳
幼

児9
月
実
施
の
基
本
健
診
の
結
果
の
内

生
活
改
善
が
必
要
な
方

9
月
実
施
の
基
本
検
診
の
結
果
の
内

生
活
改
善
の
必
要
な
方

9
月
実
施
の
基
本
検
診
の
結
果
の
内

生
活
改
善
の
必
婆
な
方

虫

歯

予

紡

教

室

基
本
健
診
事
後
指
、
導

基
本
健
診
事
後
指
導

生
活
習
慣
改
善
指
導

生
活
羽
田
償
改
善
指
導

基
本
健
診
事
後
指
導

生
活
習
慣
改
善
指
導

三

種

混

合

接

種

生
活
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慣
改
善
指
導

生
活
習
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改
善
指
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生
活
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間
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改
善
指
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初
オ
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上
の
女
性
で
検
診
申
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生
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3
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月
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で
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幼
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娠

6
カ
月
1
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カ
月
の
初
産
の
方

満
1
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カ
月
に
達
し
た
幼
児

妊
娠
6
カ
月
1
8
カ
月
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初
産
の
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老
人
医
療
受
給
券
新
規
交
付
者

診

生
後
3
カ
月
1
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ヶ
月
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乳
児

生
後
6
カ
月
j

7
カ
月
の
乳
児

ー
オ
の
幼
児
及
ぴ
母
親

(髭釜12区)
ゅう き

田中佑 樹ちゃ ん
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受
付
実
施
時
間

ロ
時
吋
ぬ
分
l

-
時
初
分

1
時
日
分
j

2
時
日
分

日
時
∞
分
1

3
時

ω分

1
時
∞
分
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2
時
∞
分

1
時
初
分
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3
時
初
分
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時
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1
時
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分
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2
時
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9
時
∞
分
i

円
以
時
∞
分

1
時
∞
分
l

2
時
∞
分

1
時
∞
分
1

2
持
∞
分

9
時
∞
分
i

日
時
川
町
分

1
時
∞
分
i

2
時
∞
分

1
時
日
分
i

2
時
日
分

1
時
∞
分
i

2
4時
∞
分

1
時
∞
分
l

2
時

ω分

1
昨
吋
∞
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1

2
昨
吋
∞
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午
後
の
部
訓
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午
後
1
時
i
午
後
3
時
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o
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5
日
附
理
学
療
法
土
指
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訓
練
場
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大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
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訓
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対
象
障
害
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も
っ
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o
尚
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四
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お
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前
9
時
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午
後
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野
外
リ
ハ
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定
し
て
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※
雨
天
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の
訓
練
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中
止
と
な
り
ま
す
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面
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前
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時
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午
前
日
時
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日
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泊
目
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0
1
月
8
日
幽

o
日
月
ロ
日

ω

0
日
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